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③ メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）の概念を導入した健診・

保健指導の受診者数の向上 

   今般の医療構造改革において、メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候

群）の該当者・予備群の減少に向け、特定健康診査の対象となる 40～74 歳

の健診実施率、及び健診受診者のうち、要指導者が保健指導を受ける率の目

標を設定する。 

 

７．11 メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）の概念を導入した健診・保

健指導の受診者数の向上 

指標の目安 

〔特定健康診査の実施率〕 

 ベースライン値 平成 24 年  平成 27 年

７．11a 健診実施率 ―  70％    80％ 

 

〔特定保健指導の実施率〕 

 ベースライン値 平成 24 年  平成 27 年 

７．11b 保健指導実施率 ― 45％   60％ 

 

（３）今後重点的に取り組むべき課題及び新たに講ずべき施策等 

① メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）に着目した健診・保健指

導の徹底 

 糖尿病検診受診後の事後指導受診率は、男女とも 60 歳以上では約８割に

達しているが、相対的に事後指導受診率が低い 60 歳未満での事後指導の充

実が必要である。また、糖尿病の発症予防等には生活指導がきわめて重要で

あることを保健指導従事者及び国民に広く啓発するとともに、事後指導の枠

組みや具体的な指導技術の提供が必要と考える。平成 20 年度から医療保険

者に義務付けられるメタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）に着目し

た健診・保健指導の実施率を向上させ、効果的な健診・保健指導を行うこと

が重要である。 

② 一次予防の充実 

 肥満は糖尿病の最も重要な危険因子であり、肥満者の割合が減少していな

いことは、今後、一層の糖尿病有病者・予備群の増加の要因となる可能性が

ある。特に肥満者が増加している中高年男性を意識した対策をとる必要があ

り、「食事バランスガイド」等の普及による食習慣に関する対策に加えて、

「エクササイズガイド 2006」の普及等による運動不足の解消を目指した有

効な対策が必要であると考えられる。 

③ 糖尿病予防のための戦略研究等の推進 

糖尿病について、その発症予防のための介入方法、糖尿病治療を継続する


